
第８期 令和３年度 第２回 

さいたま市地域自立支援協議会 次第 

日 時：令和３年 11 月 15 日(月)15 時～17 時 

オンライン開催 

○ 開   会 

○ 議   題 

１．日中サービス支援型グループホームについて 

２．各専門部会の取組について 

３．地域生活支援拠点等について 

４．地域部会について 

○ そ の 他 

○ 閉   会



選出分野 所属及び職名 氏　　　名 備考

1 市職員
浦和区役所　健康福祉部　参事
兼　支援課　課長

荒井　孝浩

2 福祉事業従事者 社会福祉法人久美愛園　理事長 内田　富士夫

3 当事者団体
一般社団法人さいたま市手をつなぐ育成会
代表理事

加藤　シゲヨ

4 行政機関
浦和公共職業安定所
専門援助部門　統括職業指導官

加藤　美幸

5 市職員
子ども家庭総合センター　所長
兼　保健福祉局　保健部　副理事

黒田　安計

6 学識経験者 公益社団法人埼玉県社会福祉士会　理事 遅塚　昭彦

7 市職員
保健福祉局　福祉部　参事
障害者総合支援センター所長事務取扱い

遠山　博司

8 福祉事業従事者 社会福祉法人ささの会　総合施設長 長岡　洋行

9 福祉事業従事者
コーディネーター連絡会議　議長
見沼区障害者生活支援センターやどかり
管理者

三石　麻友美

10 市職員
保健福祉局保健所精神保健課
課長補佐　兼　相談・支援第２係長

山川　敬子

11 福祉事業従事者
社会福祉法人いーはとーぶ　理事
兼　生活介護事業いーはとーぶ　施設長

山口　詩子

第８期　さいたま市地域自立支援協議会委員名簿
【任期：令和３年４月１日～令和５年３月３１日（２年間）】



◆令和３年度地域生活支援部会について◆ 

【今年度の取り組み】 

・引き続き、アウトリーチ事業について事例を重ね、検討を行う（対象者の選

定・通常支援への移行、対象者の変化に対する評価等） 

・アウトリーチ事業実施区の段階的拡大（毎年２区ずつ） 

◆第１回 地域生活支援部会 （ R3.7.21 ） 

・さいたま市精神障害者訪問支援（アウトリーチ）事業について（こころの健康セン

ター） 

 令和１～２年度のモデル事業実績について報告した後、令和３年度以降の事業運

営について意見交換を行った。本年度は、見沼区・緑区に続き、北区での拡大を

進めている。 

・令和２（2020）年度 地域移行・地域定着支援連絡会議について（大須田委員） 

地域移行・地域定着支援連絡会議にて実施した市内６病院に対するアンケート 

  →新型コロナウイルス禍の感染予防の対応、退院の支援にかかわる新型コロ

ナウイルスの影響 等 

ピアサポーター事業について 

  →新型コロナウイルスの影響。ピアサポーターの倫理綱領と支援指針作りを

開始。 

資料



◆令和３年度障害者虐待防止部会について◆ 

【今年度の取組】 

・拡大する緊急一時保護等事業の効果的な活用方法について、 

コーディネーター連絡会議等と連携し、検討予定。 

・さいたま市障害者相談支援指針の改定について 

◆第１回 障害者虐待防止部会 （ R3.8.19 ） 

・令和２年度障害者虐待統計の報告 

・障害者緊急一時保護等事業の活用方法の検討 

 →体験利用の対象者となり得る事例の検討 

  ①虐待予防としての体験利用 

  ②親元等からの自立としての体験利用 

・障害者相談支援指針の一部改訂について報告 

 →障害者緊急一時保護等事業の拡大による修正 

 →「障害者虐待の防止と対応の手引き（厚生労働省）」の変更による修正 

資料 ２ 



◆令和３年度相談支援部会について◆ 

【今年度の取り組み】 

・地域生活支援拠点の整備について 

・相談支援体制の強化について 

◆第１回 相談支援部会 （ R3.8.31 ） 

１ 地域生活支援拠点について 

  本市における地域生活支援拠点の整備方針について意見交換を行った。 

 また、地域生活支援拠点に関する加算について定めた「さいたま市地域生活支援

拠点事業実施要綱」を令和３年７月１日付けで施行したことを報告し、運用方法

について意見交換を行った。 

２ 岩槻区地域部会からの意見について 

  第７期第６回地域自立支援協議会（令和 3 年 3 月 12 日）において、岩槻区地域

部会から出された意見に対する回答案を協議した。 

３ さいたま市障害者相談支援指針の一部改訂について 

  「さいたま市障害者緊急一時保護等事業実施要綱」改正に伴う修正、「障害者虐

待の防止と対応の手引き（厚生労働省）」の変更に伴う修正について説明した。 

４ さいたま市障害者緊急一時保護等事業に関するアンケート結果について（大須田

委員） 

  障害者生活支援センターに対し実施した、障害者緊急一時保護等事業に関するア

ンケートの結果について報告した。 

資料 ３ 



◆令和３年度子ども部会について◆ 

【今年度の取り組み】 

医療的ケア児のアンケート結果から、引き続き本市の現状課題やニーズにつ

いて分析するとともに、今後の医療的ケア児の支援方法について検討を進め

る。 

◆第１回 子ども部会 （ R3.10.22 ） 

医療的ケア児実態調査結果の公表について 

 令和元年度に実施した医療的ケア児実態調査結果を、さいたま市の医療的ケア児の

現状について、市民の方々に広く関心を持っていただくきっかけとすることを目的と

して公表の検討をした。 

公表内容・・・調査結果を報告書とその概要版としてまとめて公表。 

公表方法・・・①市ホームページに掲載。 

       ②調査にご協力いただいた特別支援学校へ提供。 

公表時期・・・令和４年２～３月予定。 

公表スケジュール・・・令和４年１月１４日開催予定の第２回子ども部会にて公表内

容や方法を確定し、その後公表。

医療的ケア児実態調査結果についての感想・意見交換 

令和２年度までの子ども部会では、医療的ケアに関する施設や支援方法等について

の情報把握の偏りや、資源の不足といった課題が出ていた。今年度、医療的ケア児実

態調査結果の公表にあたり、報告書やその概要版についての感想や意見交換等を行っ

た。 

（主な意見等） 

・調査にご協力いただいた特別支援学校の複数の保護者からは、今回の調査で自分た

ちの声を聴こうとしてくれたことで心が和らいだとの声があった。調査を実施した

こと自体に大きな意味があったのではないか。 

・自宅での主たる医療的ケア実施者が病気や外出等により、医療的ケアができない場

合に、代わりに医療的ケアを依頼できる方がいないと回答している方が一定数いた

ことについては早急に対応すべきではないか。 

資料 ４ 





















① 地域生活支援拠点に登録を希望する
事業所は、地域部会に出席し、地域の中で
担う役割について話し合いを行う

② 登録を希望する事業所名、サービス種
別、地域生活支援拠点として担う役割等に
ついて、さいたま市地域自立支援協議会へ
報告する（報告方法については検討中）

③ 登録申請書等をさいたま市障害支援課
へ提出する

さいたま市地域自立支援協議会

相
談
支
援
事
業
者

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

さいたま市
障害支援課

地域部会

③登録申請

②報告

①役割につ
いて協議

支援課

地域生活支援拠点への登録手続き概要（案）
（障害福祉サービス事業所）

資料３－２



① 地域生活支援拠点に登録を希望する
障害者支援施設は、事業所が所在する区
の地域部会で、全市的な役割を担うことを
確認する。

② 直接さいたま市地域自立支援協議会出
席し、拠点事業所として担う役割等につい
て報告を行う。

③ 登録申請書等をさいたま市障害支援課
へ提出する

さいたま市地域自立支援協議会

相
談
支
援
事
業
者

障
害
者
支
援
施
設

さいたま市
障害支援課

地域部会

③登録申請

②報告

①全市的な
役割を担う

支援課

地域生活支援拠点への登録手続き概要（案）
（障害者支援施設）



基幹相談支援センター・地域部会の設置について

目標指標 実績 今後の見通し
令和２年度 令和３年度 令和４年度

基幹相談支援
センターの設置

【２区】
・中央区
・南区

【３区目】
・岩槻区
※南区
（受託者変更）

【４区目】
・浦和区
（R3.10 ）

【５区目】
・桜区(候補)

【６区目】
調整中

地域部会
の設置

【１区】
・岩槻区

【２区目】
・中央区

【３、４区目】
・浦和区
（R4.2予定）
・南区
（R4.1予定）

【５区目】
・桜区(候補)

【６区目】
調整中

さいたま市総合振興計画実施計画における「障害者の相談支援体制の強化事業」の目標である、基幹相談支援センター
の設置について、令和３年１０月から浦和区に追加設置（浦和区障害者生活支援センターやどかりに業務を委託） 。



・・・

⑤検討結果②報告・提案

⑥検討結果①報告・提案

・個別の支援を通じた連携を超えて、地域の関係機関の連携を目指す。
・関係機関の連携を深め、支援に関する情報共有を重ねて支援の質の向上を目指す。
・地域の課題を市自立支援協議会へ報告し、市全体で課題を共有する。

相談支援連絡会議
各区独自の取組
（顔の見えるネット
ワーク会議など）

地域自立支援協議会(市全域)

サービス調整会議

個別支援会議 個別支援会議

事務局

（仮称）運営会議
・各地域部会からの報告を集約し、市協議会へ

・市協議会と各部会の連絡調整
子ども部会

日中支援の事業所

・市の協議会への報告・提案

・他区の取組を共有

≪地域部会の位置づけ（案）≫

地域部会(各区)

地域生活支援部会

相談支援部会

虐待防止部会
④検討結果

③検討を依頼

専

門

部

会



地域自立支援協議会における地域部会からの報告について 
１．地域部会の設置予定 
年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 
新規 ＋１区 ＋１区 ＋２区 ＋１区 ＋１区 ＋２区 ＋２区 
合計 １区 ２区 ４区 ５区 ６区 ８区 １０区 

２．各地域部会の報告の集約 

３．（仮称）地域部会運営会議の開催方法（案）  
地域自立支援協議会（本協議会）の一月前を目途に（仮称）地域部会運営会議を開催し、幹
事となる基幹相談支援センターが、他の基幹相談支援センターから意見を集約する。 
幹事となる基幹相談支援センターの代表者は地域自立支援協議会に出席し、集約した意見
を報告する。 

４．イメージ 

地域部会が増えるに従い、全ての地域部会が地域自立支援協議会で 
意見を報告することが、時間的に困難になる

各地域部会の報告を集約する必要性 

資料


